
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ２４８５ ３５ ３１１８ 

前 年 ２５６７ ３２ ３１８７ 

増 減 -８２ ＋３ -６９ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ７８９ ２２ ３７７ 

前 年 ８２８ １６ ４５３ 

増 減 -３９ ＋６ -７６ 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65歳以上をいう 

11月末現在の交通事故発生状況において、高齢者の事故における死者数が増加しています。 

特に高齢歩行者の夜間・道路横断中の事故が多発しているため、県警では「きら☆ピカ三方よし」を推進

しています。 

「①時間帯よし ②反射材（きら☆ピカ）よし ③確認よし」の３点を徹底し、交通事故を防止しましょう。 

 

第１２号 

2022年 
12月 21日 

【県内飲酒運転事故の推移】（過去 10年） 

件数、死傷者数 

増加！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

０１ 

早めのライト点灯 

０2 

０4 

前照灯の 

こまめな切り替え 

運転に集中 

０3 

目立つ工夫を 

ライトを点灯することで、ドライバー

自身が見やすいだけでなく、歩行者

にも車の存在を知らせることが 

できます。 

早めのライト点灯を 

心がけましょう！ 

ハイビームは遠くの歩行者をいち早く

発見することができます。  

対向車や先行車がいないときは

前照灯をハイビームに 

切り替えましょう！ 

薄暮時間帯や夜間はドライバーから歩

行者が見えにくくなります。 

白や黄色などの明るい服装や反射材を

着用するなど、自分を目立たせる工夫

をしましょう！ 

 

年末に向けて公私ともに忙しくなり、

周囲への注意がおろそかになりがち

です。 

運転に集中して周囲をしっかり確認

してスピードダウン、ハンドル操作な

ど確実にしましょう。 

この時期は日没が早まることから、特に薄暮時間帯（日没時刻の前後１時間）の

交通事故が多発します。 

ドライバーは早めのライト点灯やハイビームへのこまめな切り替えを、歩行者は

自分を目立たせる工夫をして交通事故を防ぎましょう！ 

 

 

 


